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一

　
国
保
だ
よ
り

島蔭

噛

一
　
！

騨晦

Q
縫
藁
鉄
柵
蟹
藤
野
繍

狽
ぐ
）
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
二
か
ら
「
心
の
豊
か
さ
　
を
大
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
す
る
風
潮
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

　
　
　
　
7
議
　
「
　
　
　
　
　
　
と
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

　
　
　
・
．
　
酵
心
．
纏
、
醸
　
　
　
　
　
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
に
あ
っ

，饗

再
任
の
こ
あ
い
さ
つ

教
育
長
渡
邊
邦
彦

　
秋
た
け
な
わ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
．

　
小
生
こ
の
た
び
本
町
の
教
育
長
に

再
任
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
き
教
育
行
政

の
業
務
に
た
す
さ
わ
ら
せ
て
戴
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
　
過
去
九
年
間
の

経
験
と
反
省
の
上
に
立
ち
、
精
い
ブ
．

は
い
頑
張
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
一

　
今
、
世
界
は
日
々
刻
々
に
激
し
く

変
容
し
、
ま
た
進
展
を
し
て
い
ま
す
．

こ
う
い
う
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
わ

か
国
の
教
育
も
新
し
い
動
向
に
あ
り

ま
す
　
ま
た
、
世
情
も
「
物
の
豊
か

で
、
　
「
い
ま
、
東
郷
町
の
学
校
教
育

は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
、
社
会
教
育

は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
一
を
、
じ
っ

く
り
と
考
え
、
そ
の
推
進
に
向
r
．
て
、

事
務
局
職
員
一
同
、
こ
こ
ろ
キ
ニ
つ

に
し
て
頑
張
r
．
て
い
き
た
い
と
考
え

ふ
れ
あ
い
通
信
、
毎
日
聞
い

　
待
ち
に
待
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
通
信
」

が
長
月
一
日
に
開
局
し
て
も
う
す
ぐ

一
ヶ
月
に
な
り
ま
す

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
ワ
・
放
送
の
半

獣
阪
τ

▲10月1日の開局式でチーフ

　カットが行なわれた

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
東
郷
町
で
は
、
　
「
豊

か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
一
「
心
豊

か
で
文
化
の
香
る
町
つ
く
り
一
、
そ
し

て
「
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
町
づ

く
り
一
を
基
本
構
想
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

こ
れ
ら
の
諸
施
策
を
推
進
し
、
　
『
活

気
あ
る
町
づ
く
り
」
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
町
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
一
、

て
い
た
だ
い
て
ま
す
か
一
7
、

組
・
放
送
時
間
帯
に
ご
不
満
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
一
7
一

　
ふ
れ
あ
い
通
信
を
担
当
し
て
い
ま

す
総
務
課
情
報
係
で
は
、
可
能
な
限

臣　一過『「転
▲毎日放送を行なっている
　海野清美さん（坪谷出身）

り
み
な
さ
ま

の
こ
音
心
見
ご

要
望
を
取
り

入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
．

　
、
⊃
．
’
L
又
し
こ

　
士
4
〆
．
日
南
干
一
・

お
申
し
聡
く

だ
さ
い
一

3
年
度
の

人
当
り
医
療
費
は
…

　
東
郷
町
国
保
の
平
成
三
年
度
の
一

人
当
り
医
療
費
は
、
お
よ
そ
二
十
三

万
三
千
円
で
、
平
成
二
年
度
と
比
べ

二
万
四
千
円
、
一
丁
五
％
も
伸
ひ
ま

し
た
，

　
内
訳
で
み
ま
す
レ
ニ
般
被
保
険
者

で
は
、
約
十
四
万
七
千
円
（
対
前
年
度
比

一
四
二
％
増
》
、
退
職
被
保
険
者
は
、
約

三
十
四
万
五
千
円
（
同
三
二
・
・
へ
％
増
）
、

老
券
は
、
約
1
1
＋
　
般
職
人

万
九
千
円
（
同
一
・
　

一
退
老

一
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
　
こ
の
内
一
般

被
保
険
者
と
退
職
被

保
険
者
本
人
の
家
族

入
院
外
に
つ
い
て
は

七
割
を
、
退
職
被
保

険
者
本
人
転
び
同
家

族
入
院
に
つ
い
〆
、
は

八
割
を
、
老
人
分
に

つ
い
て
は
、
老
人
拠

出
金
で
、
本
町
の
国

保
ム
ム
計
よ
り
支
払
い

を
し
て
お
り
ま
す

　
又
、
一
人
当
り
の

．
医
療
費
、
の
推
移
【
ク

ラ
フ
参
照
｝
を
み
ま

す
と
老
人
の
医
療
費
　
　
」
，
ゆ
　
　
F
つ
。

が
格
段
に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

こ
れ
は
老
人
に
か
な
り
の
医
療
技
術

が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

今
後
も
人
口
構
造
の
高
齢
化
が
進
み

老
人
の
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
の
1
、
、

医
療
費
の
増
加
傾
向
は
変
わ
ら
な
い

も
の
と
思
わ
れ
ま
す

全体

rlJ り医療費の推移一人当
@　　　　　　　　　　　　　　　　凹

（東郷町国保）
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．　トピツリス　　鹸、

交
通
事
故
抑
止
に

く
　
“
賛
辞
”
の
栄
菅

　
東
郷
町
は
本
年
三
月
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止

の
努
力
に
よ
り
県
警
本
部
長
か
ら
祝
辞
を
受
賞

し
ま
し
た
が
、
今
回
更
に
そ
の
記
録
吏
新
ρ
二

年
間
）
の
実
績
が
評
価
さ
れ
て
そ
の
功
績
を
賛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
一
賛
辞
一

　
賛
昇

を
町
、
メ
・
？
ρ
，
げ
，
’
看
・
・
ン
、

β
ヤ
藍
鼠
ξ
ソ
ニ
？
ム
・
二
、
・
｝
．
・
》

瞑
そ
』
’
，
宝
　
・
二
・

・
‘
后
∫
・
冥
・
ぞ
．
．
・
、
乱
く
；

蕊
2
ζ
、
ノ
タ
哩
》
、
・
爵
乱
￥
・
．
侍
，

二
「
・
レ
即
解
つ
ノ
み
．
、
F
∵
　
｝

オ
争
通
誘
吋
・
三
；
詳
“
．
p
’
ま

多
墨
・
’
5
ヌ
イ
書
イ
“
　
；
脅
　
ゴ
．

・
イ
み
疏
・
∴
丁
（
一
態
’
∴
滞
二
・
噌
？
7
・

苛
ρ
イ
る
’
ド
や
　
β
｝
｛
，
、
ぐ
窒
r
．
写

勢
饒
〃
‘
．
｛
蓬
・
二
、
．
三
プ

・
　
；
ζ

　
ず
サ
　
ぞ
　
ご
ド
　
　
ド

　
夢
巳
ノ
ヂ
♪
ぐ
．
「
丁
可
．

　
　
　
あ
・
、
冨
ザ
，
欠

敷
笛
ア
衣
ぞ

を
前
月
二
卜
五

日
斜
県
警
本
部

よ
り
交
通
調
査

官
（
猪
俣
警
視
）

が
来
庁
し
、
町

長
に
伝
達
れ
ま

し
た

囑
、
懲
礁

唖

蜘

手話講習会（初級）

　　　21名が卒業レ

　9月29EW（）、東郷町中央公民館で一東郷町手話

講習会　の修了式が行なわれました，

　この講習会は今年4月にスタートし、以後町内

の小学生から一般までが毎週1回の講習を受けて
　
　
た

　
　
し

こ
小
ま
今

　
　
ぎ
、

　今回21名の受講者がみごと初級コースをハスし、

それぞれに修了証書が授与されました。

　なお、10月20日から中級コースが開講されます

θ

さプ

爽やかな秋晴れの下で老人スポーツ大会開催

　10月6日〔火）、町総合グラウンドで第16回老人スポーツ大

会が開催されました．

　当日は朝から雲一つない真青な秋晴れのドて乞八3調名
と幼稚園・保育園児150名が参IJ［1して楽しく和やかに開llii

されました．

　当日の模様は‘ふれあい通信　ても紹介しましたか、当
会場で数名の塵手にインタビュー一をしてみました．

　インタビニーに心良く応していただきましてありかヒう
ございました

＜

勧
灘
縛
圏

内諏
軽

東
臼
杵
郡
社
会
福
祉

　
大
会
で
五
名
の
方

　
が
表
彰
を
受
け
る

　
m
月
7
日
置
、
北
方
町
で
東
臼
杵

郡
社
会
福
祉
大
ム
ム
が
行
な
わ
れ
、
本

町
か
ら
次
の
5
名
の
与
か
社
会
福
祉

功
労
者
と
し
て
栄
え
あ
る
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
　
　
（
写
真
右
か
ら
）

　
民
生
委
貝
児
童
委
員
黒
木
均
さ
ん

　
社
会
幅
祉
施
設
職
員
　
本
多
鈴
代
さ
ん

　
　
　
　
〃
　
　
　
木
村
貞
知
．
r
さ
ん

　
母
r
世
帯
自
立
史
牛
昔
中
野
房
．
r
さ
ん

　
精
神
薄
弱
者
相
談
貝
　
吉
野
幸
輝
さ
ん▲登壇して表彰を受

　ける黒木均さん

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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副嬰．馨翻；

月

た
だ
し

ビ
旦
ハ
さ
ん
（
6
2
歳
）

　
現
在
延
岡
市
平
原
町
に
お
住
い
で
、

延
岡
市
東
郷
町
入
会
の
会
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

」
♪

　
　
“

o
出
身
地
区

　
鶴
野
内
中
水
流

O
実
家
の
世
帯
主

　
塩
月
留
吉
（
故
人
）

o
生
年
月
日

　
昭
和
五
年
九
月
二
十
．
八
日

こ
れ
か
ら
の

ふ
る
さ
と
東
郷
町
に

　
　
　
　
　
　
思
う
こ
と

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　
い
ま
や
情
報
化
時
代
で
す
。
東
郷

町
の
現
況
と
将
来
を
展
望
し
て
の
施

策
等
ど
し
ど
し
マ
ス
コ
ミ
等
を
利
用

し
て
P
R
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
牧
水
の
ふ
る
さ
と
の
故
か
？

ど
う
も
遠
慮
が
ち
の
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
履
、

　
町
の
積
極
的
な
姿
勢
を
紹
介
す
る

ニ
ュ
ー
ス
は
町
民
、
殊
に
町
外
在
住

者
に
と
っ
て
我
が
ふ
る
さ
と
へ
の
誇

り
と
愛
郷
心
を
奮
い
越
こ
さ
せ
る
も

の
に
な
り
ま
す
。
　
一
方
、
町
当
局
に

と
っ
て
は
、
施
策
の
遂
行
を
広
く
町

内
外
に
約
束
す
る
証
文
に
な
り
ま
す
。

お
お
い
に
言
挙
げ
し
て
く
だ
さ
い
、

五
十
肩
久
し
く
痛
み
し
妻
な
り
き
癒

　
れ
し
か
腕
の
上
げ
下
げ
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

な
つ
か
し
き
推
肥
と
焚
火
勾
い
き
ぬ

　
車
窓
は
既
に
秋
の
夕
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

家
に
い
て
憂
き
こ
と
あ
れ
ば
裏
山
の

　
木
の
間
歩
め
り
気
宇
の
晴
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

＆
、

＼

E
8

1

∠

！
　
．

☆
★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★
☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
　
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
～
　
颯
の
風
の
如
く
～

　
　
　
　
終
戦
直
後
、
成
願
寺
の
一
山
富
栄

　
　
　
さ
ん
を
中
心
に
那
須
幸
雄
さ
ん
、
小

　
　
　
学
校
の
女
先
生
な
ど
十
人
ば
か
り
の

　
噂
　
　
文
芸
愛
好
者
の
会
が
あ
っ
た
．
会
の

勢
，　
　
－
名
を
一
山
さ
ん
の
命
名
で
」
風
会
L

　
　
し

　
　
－
　
と
言
っ
た
。

・
3
　
　
　
毎
月
一
回
？
冊
子
「
一
風
」
を
出

　
　
　
し
た
。
会
員
が
自
作
の
詩
、
短
歌
、

　
　
　
俳
句
雑
文
等
を
各
自
ガ
リ
版
を
切
っ

　
　
　
て
成
願
寺
に
持
ち
寄
り
編
集
会
議
を

　
　
　
開
い
た
。

　
今
に
し
て
思
え
ば
、
私
な
ど
一
山
、

那
須
先
輩
ら
の
験
尾
（
き
び
）
に
付

す
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

当
時
は
い
っ
ぱ
し
の
戦
後
派
文
学
青

年
気
取
り
だ
っ
た
。
汗
顔
の
至
り
で

あ
る
。

　
私
自
身
の
東
郷
町
居
住
期
間
は
終

戦
前
後
の
四
年
程
に
過
ぎ
な
い
が
、

時
代
が
時
代
だ
け
に
善
悪
数
多
く
の

思
い
出
が
あ
る
．
そ
の
中
で
一
風
会

は
い
つ
ま
で
も
一
颯
（
い
っ
さ
つ
）

の
風
の
如
く
爽
や
か
に
、
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
る
．

　
　
　
ノ
　
　
ポ

夜
明
け
前
藪
で
か
な
か
な
鳴
く
蝉
の

　
日
の
出
と
共
に
い
つ
く
に
行
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

宇
佐
八
幡
五
重
の
塔
を
背
景
に
妻
と

　
写
れ
り
旅
の
記
念
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

今
年
ま
た
終
戦
記
念
日
迎
え
た
り
ぢ

　
　
　
　
　
ド
ゴ
ダ
ド
こ

　
ち
ば
ば
二
人
悪
な
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

川
の
面
に
葦
か
や
草
の
影
映
り
暮
れ

　
ゆ
く
程
に
濃
紺
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

姪
の
舞
台
見
守
り
お
れ
ば
亡
き
姉
浮

　
か
び
熱
き
思
い
に
誘
わ
れ
ゆ
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

デ
．
パ
ー
ト
の
前
に
並
び
し
花
の
鉢
我

　
が
選
ぶ
花
の
時
に
は
紅
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

老
連
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
加
わ
り

　
て
久
々
に
来
し
夏
の
青
島

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

重
き
病
漸
く
癒
え
し
孫
連
れ
て
帰
り

　
来
し
子
を
し
か
と
抱
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

　
　
　
　
つ
あ
コ
ら
な

大
空
に
照
る
月
光
の
青
白
く
舗
道
に

　
伸
び
る
わ
れ
の
影
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

蜘
、

で
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グ
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E
　
　
　
ひ
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げ

　
　
’
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團園⑤磯
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@
慧

◎圃⑥

　瀕重鎮甥幽
・通肩の伊東哲男くん〔6歳〕

レ
題
「
う
ん
ど
う
か
い
し

　　　　父：伊東松実さん

　　　　母：　　生代さん

　oすきな遊びはなんですか？

　　　牛とかけっこすること

　oすきな食べ物は？

　　　カレーライス

哲男くんは自分の家にいる牛がとても好

きで、牛の事なら何でも知っています．

蝉’

〆「『

！
o畠

鶴野内の白川まりなちゃん（5歳）

父自認昌司さん
母　　圭子さん

○すきな遊びはなんですか？

　　ぶらんこ

。すきな食べ物は？

　　ぶどっ

＜
題
「
う
ち
の
牛
」

…
自
転
車
事
故
に
も

ひ

…
重
い
賠
償
責
任

09一　

ﾅ
近
自
転
車
と
歩
行
者
と
が
衝
突

㍉
．
．
．
ら
．
，
◎
隆
．
1
一
葦
ら
．
辱
ら
邑
．
ら
髭
．
も
辱
－
隆
．
も
一
斎
－
重
．
ら
．
K
も
辱
－
堅
．
9
▼
ら
墨
．
ら
．
L
．
噂
．
層
ら
隆
．
ら
・
・
ら
璽
◎
琶
．
・
塞
i
．
・
．
1
・
ら
駄
．
1
・
．
1
辱
ら
集
ら
・
・
◎
’

ゆ

”
し
歩
行
者
が
死
亡
し
た
事
故
が
発
生

一
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
と
加
害
者
の

ヲ

”
責
任
に
つ
い
て
説
明
致
し
ま
す
。

一　

�
w
生
（
男
子
）
が
歩
道
を
ラ
イ
ト

…
を
点
燈
し
て
走
行
中
、
正
面
か
ら
歩

99

”
い
て
き
た
老
人
を
よ
け
き
れ
ず
正
面

ゆ

御
衝
突
、
老
人
は
転
倒
し
病
院
に
運
ば

り

頓
れ
ま
し
た
が
翌
日
死
亡
し
ま
し
た
。

一　

孖
Q
者
の
老
人
側
は
千
二
百
万
円

　
（
推
定
）
の
賠
償
金
を
請
求
し
て
き

r
し
た
が
・
示
談
の
際
・
ラ
イ
ト
を

り

一
点
燈
し
て
走
っ
て
き
た
中
学
生
の
自

ゆ

”
転
車
を
避
け
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

ゆ

御
た
と
推
定
さ
れ
る
老
入
に
も
二
十
％

ヲ

”
の
過
失
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
為
中

ゆ

御
学
生
の
過
失
割
合
は
八
十
％
と
な
り

…
賠
償
金
額
は
九
百
万
円
と
な
り
ま
し

99

φ
た
。
中
学
生
は
自
転
車
を
T
S
マ
ー

山
脚
ク
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
で
三
百

　

”
二
十
万
円
を
T
S
マ
ー
ク
保
険
で
残

ゆ

昂
り
五
百
八
十
万
円
を
自
転
車
総
合
保

の

”
険
で
支
払
っ
て
い
ま
す
．

一
又
・
自
蜜
同
士
の
衝
突
事
故
で

ゆ

～
片
方
側
が
頭
部
を
強
打
し
脳
挫
傷
で

の

”
三
ヶ
月
後
死
亡
し
た
例
も
あ
り
賠
償

ヴ

“
責
任
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
．
、

…　

ｩ
転
車
と
は
言
え
不
用
意
な
運
転

一
を
し
な
い
こ
と
・
又
、
万
】
の
事
故

…
に
備
え
T
S
マ
ー
ク
保
険
に
加
入
し

論
旨
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

難
境
…
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@　

@　

@　

@　

@…

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況
　
　
”

　
　
・
九
呈
累
計
（
丙
け
当
・
分
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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…
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全
国
8
・
2
3
2
人
…

　　

@死

ﾒ
県
内
　
8
2
ム

　
　
　
　
　
。
　
　
　
…

　飢

e
、
…

　
　
　
　
瑚
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

蕎
気
勢
彗
自
転
車
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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脇
　
　
　
一

TS　　区分マーク

入　　　院1

R1日以上

死　　　　亡
d．度障害　i－4級 賠償責任

�ﾀ度額〕

1種清色． 1万円 30万円 500万円

2衝赤色1 10万円 100万円 1．000万円

　椎．諸：北…西南；東門！日

vi葉風郷． ｽ郷…郷．川1向

齔｡村村…村：町回市：

灘予1…21． v1：鳥1糊掛

↑．111…i’2誓呈

㌘ll．1：2’．♀鷺：糖i占・

］δ1りi5141232920…105254．ib3． 抹ｨ
求c4．1甲411P…12．！・博．〔2川・8）故損

r
」
◎
集
◎
璽
－
軽
◎
幣
．
一
」
ら
奉
ら
璽
◎
曝
・
季
◎
塾
ら
鮭
◎
雫
噸
馳
－
肇
ら
璽
－
爆
奄
；
懸
も
奮
1
℃
ら
璽
－
隼
ら
璽
与
塾
ら
奪
も
．
1
」
1
肇
も
㌧

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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つ

こ、
つ

と報田丁

驚
，
脚
p
し
p
墜
．
幽
，
，
，
，
，
，
騨
』
，
，
の
騨
．
脚
ヒ
．
，
の
，
D
J

…
点
描
燃

…
　
　
　
　
　
一

…
道
路
の
歴
史
．

…
　
　
　
　
　
　

…
　
　
（
そ
の
二
）
…

野
：
…
…
：
…
…
…
．
…
唱
：
臨

　
打
点
二
一
四
年
へ
月
一
h
日
東
郷

村
小
動
田
小
～
枝
に
〆
、
、
尋
置
付
、

東
郷
付
、
南
郷
村
の
村
会
議
口
一
曲
表

力
集
り
、
三
村
の
．
廻
田
を
貰
通
さ
し

〆
、
奥
地
林
産
物
を
細
島
こ
集
荷
し
、

山
村
の
生
活
を
向
1
さ
す
た
め
こ
と

山
村
か
讃
合
を
回
り
出
資
を
合
議
し

．
－
，
算
’
条
ご
」
山
山
－
木
一
．
て
、
　
い
レ
，
い
レ
♪

ヤ
偏
i
の
山
挟
取
り
ニ
ノ
5
．
て
い
る
噛
に

由
」
尚
村
民
の
中
こ
k
対
．
の
声
力
i

た
と
い
つ
理
由
に
レ
あ
り
、
・
果
日
柏
郡

没
咄
に
一
村
議
員
か
一
一
一
月
召
集
さ

た
、
臨
時
議
会
つ
開
催
さ
れ
、
・
田
高

議
貝
の
允
百
に
対
し
、
東
郷
村
伏
表

議
員
か
一
一
日
議
決
し
た
葺
項
を
再

度
、
議
条
と
し
て
取
1
け
る
ピ
裳
な

「
二
と
頻
り
に
k
針
．
の
・
演
説
ζ
「
げ
た

　
郡
長
〔
議
長
一
は
遂
に
議
会
に
か

⊥
「
起
き
抹
決
を
し
た
　
鉄
、
る
に
可
舌

同
数
と
な
，
た
　
議
長
は
事
車
人
と

見
て
、
こ
の
案
餌
；
と
く
と
考
え
さ

」
て
二
一
い
と
申
し
、
採
決
を
後
目

こ
延
㌧
た
タ
ー
て
す

　
乱
長
二
一
月
　
一
日
二
再
度
議
会

を
祐
集
「
二
、
卦
ゐ
醒
誕
を
見
よ
つ
と

し
た
　
当
日
東
郷
村
議
会
は
通
知
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
イ

よ
り
出
席
し
て
見
る
と
、
猪
狂
雇

〔
郡
没
所
役
員
）
か
郡
役
所
　
階
に
、

］田

m
ﾞ
長
、
柏
田
収
入
役
、
南
郷
材

議
員
を
旺
ひ
一
け
〆
、
何
事
か
の
訣
議

？
は
し
ま
　
た

　
こ
の
訟
議
は
長
時
間
か
か
　
た

・
果
郷
村
日
議
口
引
は
千
・
番
に
円
い
い
乱
口
氏
に

向
．
て
「
何
事
な
る
や
一
と
晶
め
あ

’
た
7
、
郡
長
芯
「
何
事
て
し
よ
っ
一

レ
一
ま
る
ぱ
、
三
月
東
風
と
い
’
、
た
能
」
度

て
あ
る
　
こ
九
は
郡
長
自
身
も
隆
し

い
と
祭
し
た
　
丑
乍
す
き
漸
く
開
会

唱

㌧
　＼

、＼
寡
　
｛

蓋
〆
，

タ
　
，
．
“
竃
ダ

’
づ
〆

　
　
㌔
レ

　
ノ
　
2

タ
　
　
　
チ

　
∵
、
f
乱

　
　
識
メ

　
　
」
該

　
ゾ
嘘
解
夢

　
’
も
　
　
　
　
ノ

、
査
　
　
7
辺
診

　
　
笑
奪

緯
麟

　
マ
～
函
轟
恭
謄

』
轟
φ
だ

さ
赴
た

　
開
会
さ
π
〆
㌔
見
る
と
案
の
如
く
篇

尚
議
員
の
丁
張
か
谷
九
ら
れ
た
内
杏

の
頑
説
後
抹
決
と
な
’
．
た
　
起
貢
同

　
　
　
　
　
の

数
、
こ
こ
に
於
い
て
業
戸
長
（
郡
長
）

は
現
則
－
一
条
に
よ
り
「
分
離
採
決
一

と
濃
定
し
た
　
分
離
と
は
各
囲
め
い

め
い
・
卜
直
路
開
発
と
い
つ
事
て
あ
る

・
果
漸
岬
村
議
U
町
奴
い
り
ウ
て
の
親
日
に
断
尾
一
“
た

の
て
す
　
　
二
村
聯
合
げ
、
折
角
規
則
を

杵
リ
納
旧
織
り
人
↑
ノ
u
納
旧
め
て
い
て
、
　
い
レ
ふ

い
よ
着
工
と
い
つ
所
ま
て
予
て
い
た

の
二
、
畠
高
議
貝
か
村
民
に
一
部
周

壁》

　
　
’

’　
　
　
ノ

　
・
　
　
託
　
　
♂
　
　
㌃

　
　
　
　
　
　
，
．
ぜ
寿

　
　
　
　
斗
　
㌔
肥
、

　
　
　
　
〆
　
　
　
’
L
7

　
繭
　
卍
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
、
輩
　
　
蒐
　
も
－
デ

　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ち
い
け

　
　
　
　
軒
叡
・
艶

　
　
≧
　
　
蓬
4

　
　
　
　
　
筆

／　
　
　
桑
発
峯
謙
　
〉
　
、
、

／
張
芝
蕊
蔑

　
　
　
　
　
　
　
　
を
へ

ζ
糺
ビ
継

　
　
〆
褐
篤

熱
窟
地
．

対
あ
り
の
事
柄
を
取
i
け
た
事
、
郡

長
に
度
胸
の
鉦
か
．
’
．
た
事
、
そ
九
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ひ
　
ハ
さ
ノ

南
郷
村
議
員
を
つ
ま
く
隔
着
し
た
事
、

誠
に
お
椎
末
当
る
議
会
て
あ
．
て
、

聯
合
議
会
の
岳
、
力
を
玉
野
笹
く
発
挿

し
た
と
も
一
口
え
ま
す

　
東
郷
村
議
会
伏
表
、
兆
人
柱
屋
㌦

原
十
三
郎
氏
は
憤
激
の
極
み
、
特
に

猪
狛
雇
は
何
の
権
利
、
何
の
義
務
あ

ジ
、
日
表
議
貝
を
説
得
出
未
る
の
か

郡
長
の
力
千
足
の
事
も
加
わ
．
て
の

虹
「
と
も
思
え
’
、
存
腹
し
た
　
こ
の
案

桝
よ
最
　
甲
、
郡
役
所
相
千
・
の
一
議
て

よ
解
判
誕
し
な
い
こ
と
、
村
∠
玉
諸
ヘ
ム
、

付
長
と
も
相
謀
り
、
直
接
県
知
事
に

陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
の

て
す
　
東
郷
村
ム
ム
議
貝
の
カ
H
」
気
と
東

郷
村
民
ハ
執
列
、
な
る
レ
ヰ
し
と
力
二

九
ま
す

　
一
日
余
年
剛
の
山
吟
、
垣
谷
日
揖

　
検
の
皿
潮
は
当
助
も
八
7
も
昌
々
と

し
て
流
列
．
て
い
る
成
し
を
床
く
幸
し
た

　
東
郷
町
之
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　　　　　　　　　　そつノヒ
▲当時東郷村議会議員惣代寺原十三郎氏か

　永峯宮崎県知事宛に提出した「県道の建設について」の陳情書

表
紙
へ
牧
水
○
一
7
2
、
の
解
説

　
人
」
f
一
年
〔
二
十
へ
歳
｝

の
秋
、
牧
水
は
伝
川
の
友
人

か
り
誘
い
刀
ち
り
、
i
月
の

末
、
沼
津
の
自
国
か
り
旅
に

出
た
　
約
一
週
間
余
り
の
巡

遊
の
潤
て
あ
る
　
こ
の
歌
は
、

ニ
　
　
　
　
　
ニ

で
τ
曲
川
，
・
一
軒
へ
旧
い
て
詠
ん
だ

二
i
h
自
の
中
の
二
目
て
、

第
f
ハ
歌
集
　
甲
松
一
こ
．
所
収
さ
赴

て
い
る
一
囲
愛
盛
一
か
ち
る
家
と
い
つ
の
は

最
近
て
は
珍
し
く
な
’
．
た
か
、
私
，
危

の
幼
少
時
伏
に
は
た
い
〆
、
い
の
家
に

あ
．
た
　
　
い
ろ
り
一
レ
ニ
目
つ
レ
エ
亭
ノ
＼

．
欠
、
一
キ
謳
い
い
お
こ
さ
せ
る

　
・
て
一
げ
て
、
餅
等
呑
歳
呪
い
て
食
へ
た

り
、
か
り
い
も
を
灰
に
く
へ
て
食
へ

た
り
し
た
い
ろ
り
を
相
し
い
出
し
、
≠

㎡
、
に
他
界
し
〆
、
い
る
父
や
母
の
顔
7

　　　渡

　　　風

呂挑

暫

1蔑1

顧

　　　お次ちのおつ　り‘∫
にこきク．，ろ一そか牧んん
　ク）た歌ついらし7kク）て
馬国いも　ろくきも旧く
引ク）　。1＼なり　’か　’てる

き寿、　んお一　こなこも
へさ　て　’をの一のちし、
刀を　いこ磐鴎と歌ノう
て強　るのいも自のたり
共み　の歌出故・f占　一
二’增@てとし郷て句　は
侵ノ）　記tレたのいに　家
包っ　しんの硅る　　膳、
すち　ててて’禾うな　［了1

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉

、
つ

こ、
つ

と報町｝〆成4年i1月号［
’

　
磯
心
嚢
爵
　

⑮
脳
血
管
障
害

　
　
　
（
脳
卒
中
）

　
　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
田
董
病
院
院
長

内
科
　
宮
　
田
　
隆
　
光

筆N
　、ぜ’

　
脳
性
省
障
害
は
、
昭
和
1
1
↓
六
年

に
暫
附
新
牛
物
に
そ
の
庫
を
議
る
ま

て
、
　
わ
力
国
の
死
囚
の
第
一
位
を
守

’．

ﾄ
き
ま
し
た
ま
た
、
現
れ
て
も
、

紛
死
亡
の
約
二
刮
を
占
め
て
い
ま
す

脳
皿
二
障
・
占
は
、
脳
の
皿
省
か
破
れ

る
方
の
脳
出
皿
、
く
も
膜
丁
出
皿
と
、

皿
管
か
閉
塞
さ
赴
る
脳
梗
塞
と
に
大

き
く
分
け
り
九
ま
す
　
脳
出
皿
の
原

囚
は
ほ
と
ん
と
高
専
圧
に
よ
る
も
の

て
す
か
、
そ
の
多
く
は
高
皿
圧
て
あ

る
こ
と
を
知
り
な
か
ズ
、
た
り
、
知
ズ
．

て
い
て
も
甫
療
を
し
な
か
っ
た
り
、

調
イ
か
良
い
か
ら
と
自
分
て
・
甫
療
を

中
“
し
て
し
ま
∫
．
た
り
す
る
人
に
よ

く
見
り
九
ま
す
　
脳
梗
塞
は
、
高
皿

匡
の
人
こ
も
み
ら
れ
ま
す
か
、
必
ず

ー
ア
つ
㎜
巨
U
力
占
同
／
＼
六
ヲ
＼
て
9
・
」
み
り
れ

ま
す
糖
尿
柄
や
高
脂
㎜
筍
や
心
男

細
動
（
小
整
肌
の
　
種
〕
な
と
の
心

疾
憲
を
も
’
．
て
い
る
人
は
、
脳
梗
塞

を
起
こ
し
や
す
い
よ
っ
て
す
　
症
状

は
、
脳
の
皿
管
の
障
害
さ
耽
た
部
位

に
よ
∫
．
！
、
麻
稗
か
き
た
り
、
三
目
語
千

言
か
き
た
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
　
重
殖

な
場
合
に
は
、
突
鉄
、
壱
山
雪
告
か
く

る
場
杏
も
あ
り
ま
す
　
脳
の
局
所
殖

状
か
出
現
し
て
も
二
十
四
時
間
以
内

に
泊
失
す
る
脳
」
￥
中
発
作
を
、
　
一
過

博
。
脳
虚
皿
発
作
と
い
つ
1
、
脳
柚
阪
寒
一
の

羽
子
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
耐
療

に
よ
り
脳
梗
塞
へ
の
進
展
を
予
防
す

る
こ
と
か
可
能
て
す
　
脳
」
￥
中
の
発

侍
か
お
き
た
場
合
、
初
期
の
診
断
と

旧
療
か
大
切
て
す
　
診
断
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
媒
影
（
C
T
）
や

核
山
気
共
鳴
画
像
〔
M
R
I
｝
か
有

効
て
す
　
残
含
な
か
り
当
院
に
は
C

T
か
あ
り
ま
せ
ん
の
げ
、
、
脳
緊
中
か

疑
わ
九
る
場
合
に
は
日
向
市
内
の
C

T
の
あ
る
病
院
へ
の
移
込
か
必
要
と

な
り
ま
す
　
肱
出
血
は
発
症
白
後
よ

り
C
T
て
診
断
て
き
ま
す
か
、
脳
梗

　　

@　

@　

@　

ｿ
竃

　
　
　
　
　
．
、
　
替

似謹

齢

7／へ

懲ち＾
ρ”コし7テ。二

選

塞
は
数
日
か
か
り
ま
す
　
脳
出
咽
の

場
合
、
脳
鷺
洲
領
域
て
の
沼
療
か
Z

要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
　
脳
」
￥
中
の

場
合
初
期
か
ら
の
り
ハ
ヒ
リ
か
以
後

の
回
復
に
つ
な
カ
る
こ
と
に
な
り
、

本
人
や
家
族
の
理
解
、
協
力
、
そ
し

〆
、
努
力
か
必
裳
て
す
　
脳
・
￥
中
の
．
r

防
に
は
、
野
卑
の
省
理
は
も
と
よ
り
、

糖
尿
病
や
高
脂
血
症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ー

ル
か
大
事
て
す
　
ま
た
、
日
頃
か
ら

塩
分
制
限
な
と
食
事
に
気
を
付
け
る

こ
と
か
必
要
て
す

歯科医師だより⑤

襲砺
　’げ0・．

　　　．穿

　
今
回
は
、
水
久
歯
か

牛
え
そ
ろ
つ
ま
て
の
話

て
す
　
み
な
さ
ん
は
6
歳
臼

庁
困
　
（
欣
弔
－
大
田
口
困
）
　
｝
乞

こ
存
し
て
し
．
ひ
う
か
？

6
歳
臼
歯
と
は
最
初
に

生
え
て
く
る
水
久
歯
て
、

乳
歯
の
奥
に
生
え
る
歯

の
こ
と
て
す
　
乳
歯
と

水
久
歯
と
の
交
換
は
、

脳卒中の種類
　　o

㊥＠㊦●
　　1

6
歳
位
か
ら
始
ま
り
、
1
3
～
1
5
歳
位

て
水
久
歯
か
生
え
そ
ろ
い
ま
す

　
6
歳
自
門
は
噛
み
合
わ
せ
を
形
成

す
る
う
え
て
誹
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
　
よ
い
歯
並
ひ
を

作
る
た
め
に
は
、
乳
歯
の
頃
か
ら
の

予
防
や
，
耐
療
か
ゼ
要
て
す
か
、
6
歳

臼
歯
か
む
し
歯
に
な
r
．
た
り
、
緊
期

に
抜
け
落
ち
た
り
、
ま
た
、
乳
曲
と

水
久
歯
と
の
」
父
換
か
つ
ま
く
い
か
な

い
こ
と
か
原
因
て
歯
並
ひ
か
書
く
な

り
ま
す

　
歯
並
ひ
は
、
噛
み
合
わ
せ
ば
か
り

て
な
く
、
顔
の
輪
郭
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
　
歯
並
ひ
か
亜
し
く
な
る
と

む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
く
な

り
、
さ
ら
に
発
音
か
う
ま
く
て
き
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

　
ま
た
、
成
長
期
の
イ
と
も
た
ち
の

心
身
に
亜
し
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
か
あ

り
ま
す
　
て
す
か
ら
、
お
母
さ
ん
方

は
イ
と
も
の
口
の
中
を
時
々
は
見
て

㊥

磯㊥

載

幽
静ノ3

あ
け
て
く
た
さ
い
　
そ
し
て
、

と
水
久
曲
と
の
交
換
は
つ
ま
く

て
い
て
い
な
い
．

な
い
て
い
る
か
ワ
な
と
チ
ェ

た
さ
い
小
了
枝
の
低
学
年
ま
イ
、
は
、

る
か
ウ
変
な
所
か
ら
生
え
て
き

　
　
カ
り
歯
く
き
か
腫
力
て

か
，
歯
磨
き
は
き
ち
ん
と
て
き

　
　
　
　
　
　
　
ク
し
て
く

さ
ん
か
口
の
中
の
健
康
省
理
を
し
て

あ
け
る
こ
と
か
重
要
た
と
思
い
ま
す

も
し
何
か
異
常
か
あ
九
は
甲
め
に
近

く
の
言
付
医
院
て
相
談
し
て
く
た
さ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

　
歯
は
口
を
変
え
、
口
は
嘲
を
変
え
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

顔
は
表
情
を
変
え
ま
す
　
そ
し
て
、
　
二

そ
の
表
情
は
、
そ
の
人
の
人
牛
を
つ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

く
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
O
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
“
ハ
　
リ
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
び
r
『
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
「

一
　
　
i
　
　
　
ト
墨
　
　
ト
「
－
i
ー
ド
」

｝一@　誓塗　§置手与毒　ぞ罫1嘱・　曙1，，　“
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平成4年11月．号略
・
つこ、

つ
と凹田丁

團
回

図圃
．
舞
ザ

蚕

糞
U

基
本
健
康
診
査

　
今
年
も
基
本
健
康
診
査
が
行
な
わ

れ
〆
、
い
ま
す
が
、
1
1
月
は
次
の
と
お

り
行
な
わ
れ
ま
す
、

●
1
1
月
4
日
嘘

公仲 上野　　会
民 世々
岡引 三崎　場

．ド久下…

�薯〟I
ｬ原瀬：

…醗　　　1

時半午：時半午．受
半か後1 半か前　付
まら1 まら9　時
で2時 で川時．間　　　1

※
同
時
に
大
腸
が
ん
仏
快
診
ヨ
、
」
ム
［

　
わ
せ
〆
、
受
付
け
い
た
し
ま
す
．
．

●
1
1
月
1
3
日
金

公爵 公坪　…会
民 民

館深 館谷　場

仲 越坪　　対
深 表谷　　象
全 全全　　地
区 区区　　区

時半午 二半午　受
半か後 半か前　付
まら1 まら9　時
で2時 で1〔田寺：間

契
約
書
・
遺
言
書
の

作
成
は
公
証
役
場
で
！

公
証
役
場
は

国
の
機
関
で
す
一

●
公
証
役
場
で
は
契
約
公
正
証
書

・
遺
言
公
正
証
書
な
ど
を
作
成
し

て
い
ま
す

●
契
約
公
正
証
書
は
法
律
に
し
た

が
っ
た
公
正
で
確
実
な
証
書
で
す
．
．

双
方
に
と
っ
て
安
心
で
す
．

●
遺
言
公
正
証
書
な
ら
裁
判
所
の

手
続
を
㌔
は
い
り
ま
せ
ん
．
相
結
…
争

い
を
予
防
し
ま
す
．

●
公
証
事
務
の
ご
相
談
は
無
料
で

す
．
．
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
．

ご
相
談
は

　
延
岡
公
証
人
役
場
ま
で

延
岡
市
南
町
2
丁
目
3
番
地
1
5

容
0
9
8
2
⑳
1
1
3
3
9

滴
滴
面
談

　
税
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
O
K
！

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

O
日
時
　
1
1
月
1
3
日
斜

　
　
　
午
前
P
時
～
午
後
4
時

○
場
所
　
日
向
商
工
会
議
所
一
階

　
　
　
實
⑫
－
－
5
1
3
1

　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
七
期

　
納
期
は
十
］
月
三
卜
日

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
1
7
日
ω
0
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

心
配
ご
と
相
談

壌
低
賃
金
の
お
知
ら
せ
　
脚
嗣
醐
贈
爵
町
隔
靴
9
時
～
焉
時

日
額
四
、
〇
九
二
円

時
間
額
　
　
五
百
十
二
円

　
十
月
卜
一
日
か
ら
産
業
別
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
な
い
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
宮
崎
県
最
低
賃
金

（
地
域
最
賃
）
が
右
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
．
．

　
※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
　
宮
崎
労
働
基
準
局
賃
金
課

　
費
0
9
8
5
i
⑳
1
2
2
0
5
へ

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
移
動
相
談

　
家
庭
で
お
年
寄
り
の
看
護
（
介
護
）

を
し
て
お
ら
れ
る
万
々
、
在
宅
訪
問

看
護
を
し
て
お
ら
れ
る
看
護
職
の
方

々
、
ま
た
家
庭
に
お
ら
れ
る
看
護
職
の

方
々
の
就
業
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
．

▽
日
時

　
1
1
月
3
0
日
m
　
1
3
時
～
1
5
時

▽
会
場

　
日
向
保
健
所

　
※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
宮
崎
県
看
護
協
会

　
智
0
9
8
5
1
⑱
1
0
6
2
2
へ

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
…
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
坪
谷
の
伊
勢
田
治
さ
ん
か
ら

　
（
フ
サ
エ
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
橋
口
克
義
さ
ん
か
ら

　
（
知
之
さ
ん
・
1
4
歳
ご
逝
去
）

一
般
寄
付

　
浅
瀬
の
鈴
木
涼
子
さ
ん
か
ら
社
会

福
祉
の
た
め
に
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
（
写
真
）
の
紹
介

　
九
月
の
終
わ
り
、
迫
野
内
の
黒
木

ハ
じ
ろ
　
ロ

滉
さ
ん
方
の
田
ん
ぼ
で
は
奥
さ
ん
の

ス
エ
子
さ
ん
と
姉
の
黒
木
マ
ス
ヱ
さ

ん
、
そ
れ
に
鶴
野
内
の
山
本
重
勝
さ

ん
を
雇
’
．
て
普
通
水
稲
の
稲
刈
り
に

精
を
出
し
て
い
ま
し
た
．
一

　
こ
の
時
は
ち
ょ
う
ど
午
後
の
休
憩

を
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
（
写
真

撮
影
の
た
め
無
理
や
り
休
ん
で
も
ら

っ
た
）
の
で
、
写
真
は
そ
の
一
息
つ

い
た
場
面
の
一
コ
マ
で
す
。
黒
木
さ

ん
方
の
稲
は
無
農
薬
と
い
う
こ
と
、

最
近
で
は
め
ず
ら
し
い
で
す
よ
ね
！

撫
繕
濯
耐
量

（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
め
φ
、
と
う

濱
月
1 黒 根 都 赤

辺 野 木 本 甲
ち
や

大 械 拓 ん

癸 の
地 雌 弥 哉 大 名

洋 博 昭 英 和 父

一 の
郎 之 夫 喜 彦 名

坪 寺 坪 寺 小
野
住

谷 迫 谷 迫 田 所

死
亡

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

里
見
ト
ク

伊
勢
田
到

橋
口
知
之

氏
名

80

ﾎ

望
「
或 年
齢

小
野
田
坪
谷
寺
迫
住
所

お

詫

び

　
町
報
で
連
載
し
て
い
る
「
健
康
余

話
一
に
先
月
1
0
月
号
で
は
町
立
病
院

の
外
科
医
山
田
強
一
先
生
の
写
真
が

誤
ま
’
．
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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	活気ある町づくりのために再任のごあいさつ－教育長渡邊邦彦

	国保だより－3年度の一人当り医療費は…
	交通事故抑止に“賛辞”の栄誉

	手話講習会（初級）２１名が卒業

	爽やかな秋晴れの下で老人スポーツ大会開催
	東臼杵郡社会福祉大会で五名の方が表彰を受ける

	わがふるさと東郷町－塩月眞さん

	ちびっこギャラリー

	自転車事故にも重い賠償責任


